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「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の１つのアプローチとして、「生徒の学びの姿」と、
「教師の働きかけ」の双方の視点から授業改善を図ることが有効だと考えられます。 
本単元においては、次のような視点で授業改善を図ります。 

 
 

 
(1) 単元の目標 
① 意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係について理解することができる。 

〔知識及び技能〕(2)ア 
② 根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効果を考えて描写したりするなど、自分の
考えが伝わる文章になるように工夫することができる。   〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ(1)ウ 

③ 言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切にして、思い
や考えを伝え合おうとする。                  「学びに向かう力、人間性等」 

 
(2) 指導と評価の計画（全５時間） 
時 主たる学習活動 評価規準・【評価方法】 

１ ○単元の目標や計画をつかみ、学習の見通しをもつ。 
○自分の意見が伝わる文章にするために、どのよ
うな工夫をするとよいかを考える。 

○社会生活の中からテーマを選ぶ。 

 

２ ○前時に決めたテーマについて、どのような長
所や短所があるのかを整理し、分析する。 

○テーマについて、賛成・反対の立場を決め、そ
の意見の根拠について考える。 

○同じテーマを選んだ生徒同士で、自分の意見と
その根拠について検討する。 

［知識・技能］ 
意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係
について理解している。 
【ワークシート・観察】 

３ ○意見文の構成を考え、構成メモを作成する。 
○構成メモを基に、意見文の下書きを書く。 

［思考・判断・表現］ 
「書くこと」において、根拠の適切さを考えて説
明や具体例を加えたり、表現の効果を考えて描写
したりするなど、自分の考えが伝わる文章になる
ように工夫している。 
【意見文の下書き原稿】 

４ ○読み手からのアドバイスを基に、意見文を推敲
して清書する。 

 

５ ○違うテーマを選んだ生徒同士で意見文を読み
合い、意見が伝わる文章になっているか確認し
て、相互にアドバイスを行う。 

○自分の書いた意見文を振り返る。 
○単元全体の学習を振り返る。 

［主体的に学習に取り組む態度］ 
積極的に意見と根拠との関係について理解し、学
習の見通しをもって自分の意見が伝わる文章を
書こうとしている。 
【振り返りの記述（単元の計画表）・推敲した意見文】 

 生徒の学びの姿 本単元における教師の働きかけ 

「主体的な
学び」 

見通しをもつ。 
粘り強く取り組む。 

・単元の始めに、単元の見通しをもつ場面を設定する。 
・一人でも考えることができるように、ワークシートで
思考を可視化できるように工夫する。 

「対話的な
学び」 

生徒同士の協働や、教職員や地
域の人との対話を通じ、自分の
考えを広げ深める。 

・自他の考えを可視化し整理することができるように、
１人１台端末のホワイトボード機能を活用して考え
を共有できるようにする。 

「深い学び」 

問題を見いだして解決策を考え
たり、思いや考えを基に創造し
たりすることに向かう。 

・単元の始めに問題を見いだし、言葉による見方・考え
方を働かせながら解決策を考える単元構成にする。 

・学習したことにどのような価値があるかを認識できる
ようにするために、実生活や既習事項、他教科との
関連を想起できるようにする。 

授業改善事例Ⅰ授業改善の実際編 

第２学年 

単元名 「根拠の適切さを考えて書こう 意見文を書く」 

（国語２ 光村図書） 

中学校 

国語科 
授業改善 

事例Ⅰ 

１ 本単元における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善のアプローチ 

２ 本単元の概要                                  ※本単元の詳細はこちら 👉授業改善事例Ⅰ学習指導計画編 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r6/01_puroken/01_r6_chukoku_jirei1_keikaku.pdf


令和６年度 佐賀県教育センター プロジェクト研究（中学校国語科教育研究委員会） 

2 

 

 
ここでは、本単元における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた教師の働きかけの具体例を

紹介します。 
 

(1) 生徒の「見通しをもつ」姿を実現する教師の働きかけ 

 

 

 

 

生徒が単元の見通しをもつことができるようにするために、単元の始めに、単元の見通しをもつ場面
を設定することが大切です。その際、単元の計画表（資料１）を生徒に提供することで、単元の目標を示
し、本単元で身に付けたい資質・能力や取り組む言語活動について捉えることができるようにします。
また、単元の計画表により、単元全体の流れや１単位時間の流れなどの学習の過程についても見通しを
もつことができるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

毎時の板書においても１単位時間の学習の流れを示すようにします。今、何を学んでいるのか、生徒が
必要なときにいつでも確認できるようにします。ここでは、第２時の板書例（資料２）を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一単位時間ごとの
学習の振り返りを
書く欄を設けまし
た。 

資料２ 第２時の板書例 

❶ 単元の目標 
毎時間、導入の際には単元の
目標を確認し、身に付けたい資
質・能力について確認します。 

 
❷ 本時の目標 
本時の目標を示します。 
 

❸ 学習活動 
学習活動の流れを示します。 

 
❹ まとめ 
授業の終末には、本時の目
標の確認を行い、本時の学習
内容についてまとめるようにし
ます。 

 
❺ 振り返り 
振り返りの視点を示し、自身
の学習の状況を捉えることが
できるようにします。 

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ 

根
拠
の
適
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考
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書
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う 

意
見
文
を
書
く 

 

○
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標 

こ
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で
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わ
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○
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習
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⑴
前
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決
め
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あ
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か
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の
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③
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○
振
り
返
り 

【
振
り
返
り
の
視
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①
本
時
で
学
ん
だ
こ
と 

②
こ
れ
か
ら
の
学
習
で
頑
張
り
た
い
こ
と 

事実や事柄 
スマートフォンには
ＧＰＳ機能が付いて
いる 
 
考え 
道に迷ったときに便
利 

長所：黄色の付箋 

事実や事柄 
スマートフォンの利
用時間 
勉強…57.8分 
娯楽…168.9分 
 
考え 
娯楽の時間が長い、勉
強に必要なのか疑問 

短所：ピンクの付箋 

 
 

 

 

 

見通しをもつことができるようにするために、単元の始めに、本単元で身に付け
たい資質・能力や取り組む言語活動、単元全体の流れについて生徒と共有するこ
とが大切です。また、毎時の授業においても１単位時間の授業の流れを共有し、
生徒が見通しをもって学習に取り組むことができるようにしましょう。 

３ 本単元における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた教師の働きかけの具体例 

「主体的な学び」 

生 徒 の 学 び の 姿 教 師 の 働 き か け 

見通しをもつ。 単元の始めに、単元の見通しをもつ
場面を設定する。 

資料１ 単元の計画表 

単元全体の学習
の振り返りを書く
欄を設け、単元の
終末で活用でき
るようにします。 

１単位時間ごとの
目標と学習活動
を示します。 

１単位時間ごとの
学習の振り返りを
書く欄を設け、毎時
の終末で活用でき
るようにします。 

生徒に示す単元
の目標では、本
単元で身に付け
たい資質・能力や
取り組む言語活
動について説明
します。 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r6/01_puroken/01_r6_chukoku_jirei1_tangenkeikaku.pdf
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(2） 生徒の「粘り強く取り組む」姿、「生徒同士の協働や、教職員や地域の人との対話を通じ、自

分の考えを広げ深める」姿を実現する教師の働きかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学習活動に粘り強く取り組み、自分の考えを広げ深めることができるようにするために、１人１

台端末のホワイトボード機能を活用したり、ワークシートを工夫したりすることが考えられます。 
 
① １人１台端末のホワイトボード機能の活用 

１人１台端末のホワイトボード機能を活用することで、自他の考えを可視化し整理することが

できるようになります。本単元では、テーマについて分析を行う場面で、１人１台端末のホワイト

ボード機能を活用することで、他の生徒の記述を手掛かりとして、一人で考えることや自分の考え

を広げることができるようにします（資料３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

分析を基に、テーマについてワークシートで自分の考えを整理する際も、他の生徒の記述を参考

にするように促し、自分の考えを広げ深めることができるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマについて分析をしましょう。事実や事柄と、その事実や事柄から導き出される
考えを、１人１台端末のホワイトボード機能の付箋に書きましょう。黄色の付箋には長
所を、ピンクの付箋には短所を書きましょう。 
また、友達の付箋も見て、どのような考えがあるか確認しましょう。自分で考えを書く
ことが難しい場合は、友達の考えを参考にしてみましょう。 
 

テーマについて、賛成・反対の立場を決めましょう。 
その際、１人１台端末のホワイトボード機能の付箋を基に、自分の意見の根拠について考
えます。自分が書いた付箋だけでなく、友達が書いた付箋も参考にするといいですね。 

≪テーマについて分析を行う場面 （第２時）≫ 

≪テーマについて賛成・反対の立場を決め、その意見の根拠について考える場面１ （第２時）≫ 

 

事実や事柄 
客室同伴可だと、ペッ
トの様子が分かる。 
 
考え 
ペットの体調管理が
でき、飼い主の安心に
つながる。 

事実や事柄 
動物（犬や猫など）が
嫌いと答えた人の割
合 25％ 
（○○会社調査） 
 
考え 
飛行機の中にペット
がいるとストレスに
なる。 

事実や事柄 
機内ペット同伴サー
ビス 料金 
50,000／匹 
（航空会社） 
 
考え 
金銭的な負担が大き
い。 

飛行機の客席はペット同伴可にすべきである ペット同伴の長所・短所 

長所 

事実や事柄 
世界人口の 10～20％
の人が、犬や猫にアレ
ルギーがあるとされ
る。 
 
考え 
他の乗客の迷惑にな
る。 

事実や事柄 
ペットと旅行に行き
たい人の割合 
犬飼育者･･･63％ 
（○○会社調査） 
 
考え 
ペットと旅行に行き
たい人は多い。 

資料３ １人１台端末のホワイトボード機能で 
共有しているイメージ図 

短所 

「主体的な学び」 

生 徒 の 学 び の 姿 教 師 の 働 き か け 

粘り強く取り組む。 
一人でも考えることができるように、
ワークシートで思考を可視化できる
ように工夫する。 

「対話的な学び」 

生 徒 の 学 び の 姿 教 師 の 働 き か け 

生徒同士の協働や、教職員や地域の
人との対話を通じ、自分の考えを広げ
深める。 

自他の考えを可視化し整理することが
できるように、１人１台端末のホワイト
ボード機能を活用して考えを共有でき
るようにする。 

友達の付箋を見ると、
事実や事柄と考えの
書き方が分かる！ 

他の生徒の記述を手掛かりとして
一人で考えている 

他の生徒の記述を手掛かりとして
自分の考えを広げている 

太郎さんの付箋に書かれた事実や事柄は、自分が書いた事実や事柄とは違
うけど、考えは自分が書いた考えと似ているな。太郎さんと自分の２つの
付箋を、自分の意見の根拠としよう。 

他の生徒の記述を手掛かりとして自分の考えを広げ深めている 

２－１ 
佐賀 太郎  

私は動物が好きで猫を飼っ
ているから思いもしなかっ
たけど、確かに動物が嫌い
な人は客席にペットがいた
らストレスになるね。 
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② ワークシートの工夫 

思考を可視化し整理できるようにワークシートを工夫することで、生徒が粘り強く取り組むことが
できるようにします。本単元では、テーマについて賛成・反対の立場を決め、その意見の根拠について
考える場面で、１人１台端末のホワイトボード機能の付箋を基にワークシートで考えを整理できる
ようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

意見：「中学生にスマートフォンは必要である」という意見に賛成 

 根拠とする事実や事柄 
 

通話やメッセージのやり取
りを、いつでもどこでも行う
ことができる。 

根拠とする事実や事柄 
 

公衆電話設置台数 

2002年度、約 58.4万台 
2020年度、約 14.6万台 
18年間で約 43.9万台も

の台数が削減 
（総務省Web より抜粋） 

事実や事柄に対する解釈 
 

公衆電話の設置数は、年々減少しており、スマートフォンがな
ければ保護者と連絡を取ることさえ難しい。部活動や塾の送
迎などに不便である。 

付箋（資料４）での「事実や事柄」が、ワークシート（資料５）の「根拠とする事実や事柄」
となります。ワークシートの「事実や事柄に対する解釈」は付箋に書いた「考え」を基にし
て書きましょう。 

使う付箋は１つでもいいですか。 

「根拠とする事実や事柄」が 1つの場合と複数の場合、どちらがより説得力がありますか。 

そうか！前時の授業で、複数の「根拠とする事実や事柄」がある方が、より説得力が
あると学習しました。複数の付箋を基に、「根拠とする事実や事柄」や「事実や事柄
に対する解釈」、「意見」について整理するようにします。 

前時では、自分の意見が伝わる文章に
するために、どのような工夫をすると
よいかを考えましたね。 
前時のワークシート（資料６）を見て、
学習したことを生かしながら、「根拠
とする事実や事柄」、「事実や事柄に
対する解釈」、「意見」について整理
するようにしましょう。 

資料６ 前時のワークシート 

≪テーマについて賛成・反対の立場を決め、その意見の根拠について考える場面２ （第２時）≫ 

意見：  賛成  ・  反対 

 根拠とする事実や事柄 
世界人口の 10～
20％の人が、犬や
猫にアレルギーが
あるとされる。 
（〇〇大学〇〇学
科 Web） 

根拠とする事実や事柄 根拠とする事実や事柄 

 

事実や事柄に対する解釈 

客室にはアレルギーがある人もいるかもしれないので、ペットを連
れて行くと迷惑になる。 

事実や事柄 
世界人口の 10～20％の
人が、犬や猫にアレル
ギーがあるとされる。 
 
考え 
他の乗客の迷惑にな
る。 

資料４ １人１台端末のホ 
ワイトボード機能の 
付箋の記述例 

資料５ ワークシートの記述例 

学習活動に粘り強く取り組み、自分の考えを広げ深めることができるようにする
ために、ＩＣＴを活用したり、ワークシートを工夫したりすることが大切です。 
本単元では、まず、生徒同士の協働により考えをもったり、考えを広げ深めたりする場
面を設定します。その上で、考えをワークシートで可視化し整理できるようにしていま
す。このような働きかけにより、生徒が一人でも考えることができ、粘り強く学習に
取り組む姿につなげるようにします。 

なるほど！「根拠とする事実や事柄」、
「事実や事柄に対する解釈」、「意見」に
ついての整理の仕方は、前時のワーク
シートを参考にするといいね。 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r6/01_puroken/01_r6_chukoku_jirei1_worksheet.pdf
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(3) 生徒の「問題を見いだして解決策を考えることに向かう」姿を実現する教師の働きかけ 

 

 

 

 

 

問題を見いだして解決策を考えるために、単元の始めに問題を捉え、その解決に向けて学習を進めて

いくことができるようにします。本単元では、第１時に問題を見いだす場面を設定し、その解決に向け

て学習を進めます。そして、単元の終末に問題が解決できたかを考え、学習してきたことにどのような

価値があるかを認識できるようにします。 
 

① 問題を見いだして解決策を考える 

問題を見いだすことができるように、本単元では、第１時に意見文を書く場面を設定します。その

意見文とモデルの意見文を比較するよう促すことで、自分の意見文について問題を見いだすことがで

きるようにします。そのあとで、単元の目標を示し、本単元で身に付けたい資質・能力や取り組む言語

活動について共有した上で、問題の解決に向けて学習を進めることができるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪意見文を書く場面 （第１時）≫ 

説得力のある意見文を書くことができましたか。 
また、自分の書いた意見文とモデルの意見文とでは、違いがありますか。 

「中学生にスマートフォンは必要である」というテーマについて、賛成の立場で三百字
程度の意見文を書きましょう。 

意見文を書き終えたあと、モデルの意見文と比較する場面を設定します。 

モデルの意見文には根拠があって、説得力があります。私は意見文に考
えを書いただけで、根拠を書くことができていませんでした。 

意見文には根拠として自分の体験を書いたのですが、モデルの意見文は
スマートフォンの普及率が数値で示されています。数値を示すと客観的
なので、説得力があります。 

適切な根拠を具体的に示すことが、自分
の意見を伝えるために大事だというこ
とですね。 
皆さんが気付いたとおり、適切な根拠を
具体的に示すことは、自分の意見を伝え
るためにとても大事なことです。 
そこで、単元の目標（資料７）は、黒板
に示しているようにします。 
これから、自分が選んだテーマで意見文
を書きます。根拠の適切さを考えながら
説得力のある意見文になるように工夫
していきましょう。 青い傍線部は「本単元で身に付けたい資質・能力」、赤い

傍線部は「本単元で取り組む言語活動」について記述し
てある部分を示しています。 

私は意見文に根拠を書くことができていなかったから、自分が選んだ
テーマで意見文を書くときには、根拠を適切に書くようにしよう。 

根拠の適切さって、どのように考えればいいのだろう。適切な根拠を具
体的に示すと、説得力が増すから、そこを理解できるように頑張ろう。 

問題を 
見いだす 

解決策を 
考える 

○
単
元
の
目
標 

こ
の
単
元
で
は
、
根
拠

の
適
切
さ
を
考
え
て
説
明

や
具
体
例
を
加
え
る
こ
と

で
、
自
分
の
意
見
が
よ
り

伝
わ
る
文
章
を
書
く
力
を

伸
ば
す
学
習
を
し
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
、
自
分
の
関

心
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い

て
賛
成
・
反
対
の
立
場
を

示
し
、
根
拠
の
適
切
さ
を
考

え
な
が
ら
意
見
文
を
書
き

ま
し
ょ
う
。 

資料７ 単元の目標 

「深い学び」 

単元の始めに問題を見いだし、言葉による
見方・考え方を働かせながら解決策を考え
る単元構成にする。  
学習したことにどのような価値があるかを認
識できるようにするために、実生活や既習事
項、他教科との関連を想起できるようにする。 

教 師 の 働 き か け 

問題を見いだして解決策を考えたり、
思いや考えを基に創造したりすること
に向かう。 

生 徒 の 学 び の 姿 



令和６年度 佐賀県教育センター プロジェクト研究（中学校国語科教育研究委員会） 

6 

 

② 学習したことにどのような価値があるかを認識する 
問題の解決に向けて学習を進めていく際には、単元の終末に、学習したことにどのような価値があ

るかを認識できるようにすることが大切です。本単元では、第１時に書いた意見文と、第４時に書い
た意見文とを読み比べ、どのような変容があるかについて書く場面を設定します。このことで、根拠
の適切さについて考えるとともに、「自分の意見がより伝わる文章を書くことができた」と自分の成
長を捉えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
その上で、単元全体の学習を振り返る場面を設定し、学習したことにどのような価値があるかを認

識できるようにします（資料９、資料 10）。 

 

 

 

 

 

 

 

意見文の自己評価 単元全体の学習の
振り返り 

○
自
分
の
意
見
文
の
説
得
力
は
☆
い
く
つ
か
、
自
己

評
価
し
て
く
だ
さ
い
。 

★
★
★
★
☆ 

 

第
１
時
に
書
い
た
意
見
文
に
比
べ
る
と
、
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
が
違
い
ま
す
か
？ 

第
１
時
に
書
い
た
意
見
文
は
、
根
拠
と

す
る
事
実
や
事
柄
が
な
く
、
主
観
ば
か

り
だ
っ
た
。
あ
と
で
書
い
た
意
見
文

は
、
意
見
の
根
拠
と
な
る
事
実
や
事
柄

を
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
で
、
説
得
力

の
あ
る
文
章
に
な
っ
て
い
た
。 

単
元
全
体
の
学
習
の
振
り
返
り 

こ
の
単
元
を
通
し
て
、
説
得
力
の
あ

る
文
書
を
書
く
た
め
に
は
、
根
拠
の

適
切
さ
を
考
え
て
説
明
や
具
体
例
を

加
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
分
か
っ

た
。
今
後
、
説
明
的
な
文
章
を
読
む

と
き
に
、
根
拠
が
適
切
で
あ
る
か
考

え
な
が
ら
読
ん
で
い
こ
う
と
思
う
。 

資料９ 生徒Ａの意見文の自己評価と単元全体 
の学習の振り返り 

青い傍線部は「単元で学んだこと」、赤い傍線部は「単元で学んだことを、今後どのように生かしていくのか」について記述してある部分

を示しています。 

問題を見いだして解決策を考えるために、単
元の始めに問題を捉え、その解決に向けて学習
を進めていくことができるような単元構成に
することが大切です。 
また、単元の終末に、学習したことにどのよう
な価値があるかを認識できるようにしましょ
う。その際、実生活や既習事項、他教科との関
連を想起できるようにすることが大切です。 

意見文の自己評価 単元全体の学習の
振り返り 

○
自
分
の
意
見
文
の
説
得
力
は
☆
い
く
つ
か
、
自
己

評
価
し
て
く
だ
さ
い
。 

★
★
★
★
★ 

 

第
１
時
に
書
い
た
意
見
文
に
比
べ
る
と
、
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
が
違
い
ま
す
か
？ 

自
分
の
意
見
が
よ
り
明
確
に
書
け
て

い
ま
し
た
。
根
拠
を
、
具
体
的
な
数
値

を
挙
げ
て
書
い
て
い
た
と
こ
ろ
が

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
反
論
に
対

す
る
意
見
を
、
も
う
少
し
説
得
力
の

あ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

単
元
全
体
の
学
習
の
振
り
返
り 

こ
れ
ま
で
は
、
生
活
の
中
で
意
見
を

言
う
と
き
は
、
根
拠
に
主
観
が
入
っ

て
い
た
り
、
意
見
と
つ
な
が
り
の
薄

い
根
拠
を
挙
げ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
確
か
な
事
実
や
事

柄
を
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
、
自
分
の

意
見
を
伝
え
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

資料 10 生徒Ｂの意見文の自己評価と単元全体 
の学習の振り返り 

≪第１時に書いた意見文と、第４時に書いた意見文とを読み比べる場面 （第５時）≫ 

これまで皆さんは、根拠の適切さを考えながら意見文を書く学習に取り組んできまし
た。そこで書いた意見文の自己評価をしましょう。 
その際、意見がよりよく伝わる文章を書く力が伸びたかどうか、第１時に書いた意見文
と、第４時に書いた意見文を読み比べて確かめてみましょう（資料８）。 
また、友達同士で意見文を読み合ったときのアドバイスを参考にしてください。 
 

第１時の意見文には根拠を書くことができていませんでし
た。第４時で根拠の適切さを考えながら書いた意見文は、意
見の根拠となる事実や事柄を書くことができました。この
ことで、意見文を読んだ友達からは「根拠があって意見が伝
わる意見文になっている」という気付きをもらいました。 

第１時の意見文で書いた根拠は自分の体験でした。第４時の
意見文では、根拠とする事実や事柄を数値で示しました。こ
のことで、「数値で示してあると、説得力が増す」という気
付きを友達からもらいました。読み比べると、確かに数値で
事実や事柄を示した方が、より説得力があると感じました。 

≪単元全体の学習を振り返る場面 （第５時）≫ 

意見文の自己評価を踏ま
えて、次の３つの視点で単
元全体の振り返りをしま
しょう。 

資料８ 意見文の読み比べ 

①単元の目標を達成するために頑張ったこと 
②単元で工夫しようとしたが十分ではなかったこと 
③今回学んだことを、これからどのように生かしていくか 

振り返りの視点 

傍線部は実生活や既習事項、他教科との関連を想起できるようにするための
視点を示しています。 

始め：問題を見いだす 
 
 
 
 
終末：学習したことにどのような

価値があるかを認識する 

単 元 構 成 

問題の解決に向けて学習を
進める 

問題の解決 

第４時に書
いた意見文 

第１時に書
いた意見文 

読み比べることで、書く力が
伸びたかどうか変容を捉え
ることができるようにする。 


